
｜音楽実践事例 i I 

自分のイメージに合わせ，リズムにのって，声とおどりの表現をつくっていく子ども

- 1年音楽「『たんたんたん』で，はさんでつくろうおんがくのサンドイツチ」の実践から－

1 .単元の構想

「忍者になって歩いてごらん。」と言うと「サササ－Jと言いながら歩き，アニメの ヒーローになっ

て戦いながら「ダダダダ ザースパッ」などとつぶやいている子どもたち。 1年生の子どもたちは，そ

のものになりきり，それを体や声で表現することが大好きである。本学級の子どもたちも，音楽の時間

には「かたつむり」や「けんぱ」などの歌に合わせて，かたつむりやうさぎになりきり，身体表現をし

ながら歌っている。また，歌詞の 「ハ レルーヤ」に合わせて，踊りながら歌うなど，音楽の感じに合わ

せて踊りながら歌っている子もいる。

1学期の音楽では，音楽に合わせて歩いた り，友達といっしょに踊ったりしながら， リズムに乗る楽

しさを味わうことができるようにしてきた。授業のはじめと終わりに もリズム模倣を行ってから， あい

さつをしている。その中で，日直がリ ードしてリ ズムを表現するなど，友だちのリズムをまねる楽しさ

も感じてきている。また，「たんたんたんのリズムにのって」という学習では， 2拍子の拍の流れを

感じながら，歌ったり踊ったり リズム模倣をしたりする活動にも取り組み， 2拍×2小節という リズム

のフレーズも感じる ことができるようになってきた。

本題材では，子どもたち自身が，自分の声を使って，イメー ジしたものを即興的に表現してしぺ活動

に取り組ませたいと考えた。子どもたちが，声のさまざまな表現をっ くり 出したり，友だちのつくった

表現に接したりすることで，自分にと って，最も身近にある「声」の面白さに気付き，声による表現の

幅を広げてほしいと願ったからである。

音楽づくりは，子どもが様々な音と，新鮮な気持ちをもってかかわり，音のおもしろさ に気付いたり

それらをつなげたり重ねたりして，自分の思いをもとに，音を音楽へと構成する活動である。この活動

は，まず，音を聴いて気付いたことをもとに，どの音を選ぶか，どのように表現するかを自分で考え，

判断する と言う意味から，思考力 ・判断力と直接関わってくる。また，自分が考え判断したり相手に伝

えたりするためには，「表現する」という活動が不可欠であり，表現する力が必要となる。

さらに 1年生1学期の子どもたちの様子を考えると，できたものからどんどん発表し，模倣し合う活

動を通して，友だちの表現を聴きながら考え，発表しながら気付き， 考えるというよう に，思考，判断

する活動と表現する活動を分けず，表現し合いながら思考， 判断していけるようにする方が， より楽し

く取り組めると考える。ただし， その過程に於いては，より息の長い思考する取り組みへとつながるよ

うに一人ひとりが考える時間も短時間設定することで， 1年生な りに自分で試行錯誤できるようにする

ことも大切にしたし、

そこで，前述した子どもたちの様子も考慮し，拍の流れを感じながら リズムのフレーズを感じ，交替

で踊りながら声で表現したり，それを模倣したりする次のような音楽あそびをさせる場を設定した。

【声とおどりのリズムサンドイツチ】

をJJ 1J よ11 I声とおどりAiをJJ1n11[I盈函すJJ 1J ~ 11 I声とおどり Bi む J 1 J~11 ［［盈亙
（教師） (A児） （教師） （全員） （教師） CB児） （教師） （全員）

子どもがつ くるものとして，声におどりを加えることで，楽しさが増し，より多様な声による表現が

生まれるのではないか，さらに，一人のつくった声とおどりの表現を他の全員が模倣するようにするこ

とで， 一人の表現を全体に広げ， 一人ひとりが工夫する手がかりにしたり一人ひとりの表現を認めたり

できるようにしたいと考えた。
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自分からリズムをっくり，声による表現の仕方を工夫するこのような経験は，今後の音楽づくりや創

作，加えて，歌唱などの活動においても，自分の思いをリズムや歌声で表現しようとする活動への興味

や意欲の基盤となると考える。 また， くり返しながらつなげてい くという構成で，音楽あそびをする経

験は，今後の学習にも生かされるのではなし、かと期待している。

指導にあたっては，教師がつくった右

のような 「サ ンドイツチのうた」に合わ

せて， リズムや声とおどりの音楽づくり

を行えるようにし，のびのびと歌いなが

ら，楽しく音楽づくりができるようにす

る。実際の指導にあたって配慮したこと

は次のようなことである。

0まず，「リズムのサンドイツチやさん」

の活動を行わせ，「サンドイツチのう

た」を歌ったり 2拍子の拍の流れを感

じて「サンドイツチやさん」の活動を

したりすることに慣れるようにする。

0声とおどりをつ くる ことに抵抗の大きな子もいると考えられるため，はじめは友だちの声とおどりを

まねする活動に くり返し取り組ませ，少しずつ自分でもつくれるようにする。

0サンドイツチにはさむ物を実際にイメ ージしながら声とおどりを考えていくことで，

くるときの手がかりとする。

0友だちのつくった声とおどりを模倣し合う活動では，子どもが， 2小節分の声とおどりを表現すれば

声とおどりがまだ続いていてもす JJ I J i 11のリズムを教師が入れることで， 2拍× 2小節とい

う拍の流れをしっかり意識させ， リズムよく，音楽づくりが進むようにする。

0学習のふり返りとして，一人ひとりが楽しかったことやうれしかったことを絵や言葉で表現する時間

を無理のない程度設定し，子どもの学びをとらえ，次時の活動に生かす。
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2.題材計画

( 1）活動展開計画 （全4時間）

次 主な学習活動 時 具体的な学習活動

リズムのサンドイツチで
1 

－「サンドイツチのうた」を歌う。

拍の流れを感じよう。 ・リズムのサンドイツチを歌に合わせてつくる。

声とおどりのサンドイツチに
－「サンドイツチのうた」を歌う。

2 2 ・学習のめあてを知る。
チャレンジしよう

・サンドイツチにはさむ声とおどりをつくる。

・サンドイツチに声とおどりをはさんだり，友だちの声とおど

3 りをまねし合ったりする。

・サンドイツチにはさむ声とおどりをもっといっぱいつ くる。
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一

4 ・もっといろいろな声とおどりをつくって，まねし合う。

(2）評価計画

次 時 関心・意欲 ・態度 感受 ・表現の工夫 表現の技能 思考力 ・判断力 ・表現力

1 リズムサンドイツチ リズムを表現すると 拍の流れを感じながらリズムをつくっ

の活動に進んで取り きに，拍の流れを感 ている。（思考力 ・判断力）
組んでいる。 じている。

2 2 声とおどりのサンド



イッチをつくる活動

に意欲をもっ。

拍の流れを感じなが｜拍の流れを感じな ｜拍の流れを感じながら声とおどりで表
ら声とおどりで表現！がら， 4拍分の踊 ｜現しようとしている。 （思考力・判断力）
しようとしている。 iりと声を表現して ｜拍の流れを感じながら， 4拍分の声と

いる。 ｜おどりのまねをしている。（表現力）

表現をもっと，おも ｜工夫したいろいろ ｜表現を，もっとおも しろいものになる

しろいものになるよ ｜な声とおどりを拍｜ように工夫している。（思考力 ・判断力）
うに工夫している。 ｜の流れを感じなが｜工夫したいろいろな声とおどりを表現

ら表現している。 ｜している。（表現力）

3 

4 

※「鑑賞の能力」については，評価規準は設定しない。

3.授業の実際

( 1）リズムでサンドイツチやさんをひらく子ども

まず，「サンドイ ツチのうた」をみんなで歌った後，

本時のめあて「リズムでサンドイツチをつくろう」を提

示した。しかし，子どもたちに「みんなが行きたいと思

うサンドイツチやさんはどんなサンドイツチやさんかな。」

と尋ねたところ口々に「たまご，ジャム，ハム・・・・」

とはさむものの名前を言い出した。そこで教師が，「い

ろいろなサンドイツチがあるといいんだね。jとまとめ，

めあてに「いろいろな」を付け加えた。また，子どもか

ら「自分たちでつくれるサンドイツチやさん。だってね， 〈この時間の板書〉

自分たちでつくった方がおいしく食べられそうだし，いろいろできて楽しそう。Jという意見が出てき

た。そこで，「今日は， リズムでサンドイツチをつくるよ。」と呼びかけ，サンドイツチづくりのルール

をE在かめた後：， リズムのサンドイツチづくりを女台めた。

子どもたちは進んで手を挙げ，次々に前に出てリズムをたたいた。しかし，これまでリズムの学習で

は「模倣」が中心だったため，おしり，頭等，たたく場所は変えても， リズ、ムはむ JI J ~ IIと，教師

のまねをする子が多かった。そこで，「パンと同じじゃ，パンの聞にパンをはさんでいることになるよ。

ぺンじゃないものはさめる人。」と呼びかけた。その結果4ρJ/J I J よII をJJ1/!J /!11 
すJJ I刀J｜｜ す刀JI J ~ IIなど，いろいろなリズムを表現することができた。ふりかえりでは，

「サンドイツチのうたをすぐに歌えてよかった。」「手をたたくのがおもしろかった。」など，自分の活動

をふりかえるものがほとんどだったが，子どもたちは，「サンドイ ツチのうた」に合わせて， リズムの

サンドイツチをつくる活動を楽しみ，意欲的に活動することができた。そこでまず，がんばりや楽しかっ

たことを発表させた後，教師自身のふりかえりとして，「『タタータタタウン cf)';Jρ｜刀 iII ）』

みたいにはやいのや，『タンウンタンウン（を Jよ I J ~ II ）』みたいにゆっくりのや，手頭おしり

（す J明 J（頭） I J （おしり） よII ）』みたいに違うところをたたくのもお気に入りです。」と子ど、ものつくっ

たリズムに目を向けたふりかえりを言ってこの時間を終わった。

(2）サンドイツチにはさむもののイメージをもとに踊りと声で表現する子ども

【レタスをはさもう】

第 2時間目からは，おどりと声でサンドイツチをつくる活動に取り組んだ。この時間には「こえとお

どりをはさんでサンドイツチやさんをひらこう」というめあてを提示した。ここでのルールとして 「は

さむものの名前は言わない」というルールをつけ加え，「シューチュッ」なと、教師がつくった声とおど

りによる表現を模倣する活動をした後，子どもたちが，順に前に出て，声とおどりによるサンドイツチ

づくり に挑戦した。しかし，前時にリズムでのサンドイツチづくりを したため，本時もその活動から抜
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け出すことができず， をJJ I J よIIのリズム打ちをはさむ子が多かった。そこで，友だちがつくっ

たサンドイツチについてふりかえる時聞をつくった。

T1 おいしかった？ C C口々に）おいしかった。

T2 お友だちがはさんだ声とおどりについて，なんか言いたいことのある人いる？

C1 00さんの声がなかったから，あんまりおいしくなかった。

T3 小さかったから聞こえなかったかな。でも，声がないとおいしくないんだね。

C 2 みんな 3固たたいてたからパンと同じ。 4回だとか 5回だったらいい。

CC 3 「レタスパリパリパリ」とつぶやく。）

C4 00くんのがおいしし、かなとおもってたらおしりをたたいたからおいしくなかった。

T4 おいしいサンドイツチにするのに，なにをはさむといし、かなあ。さっき C4君が言ったみた

いにレタスだったら「パリパリ」とか。たまご、やノ、ムだったらどうなるかなO

この後，自由に考える時聞をとってから，再度発表させた。ここでも，仮面ライダーのまねやリズム

打ちなどが多く，なかなか声とおどりで表現するまでに至らなかったが，聴いていた子どもたちの中に

「なーにかな？」「なーにかな？」と歌う子どもがいたため，どういうことか尋ねてみた。すると「だっ

て，何をはさんでいるか分からないよ。」と答えた。そこで，先ほどの C3児の「レタス」の表現を再

度紹介し，はさむものを「レタス」に絞って「レタス」だと分かる表現を考えさせた。その結果，次の

ような表現が生まれた。

i訂，l>:;))>:; ），川｜｜七司昂IJ よII す昂昂｜刀バ｜｜｜
ノイリ ブワッ シャキシャキシャキ、ンャキ シャキ

【たまご，やきそば，ジャム＆マーガリンをはさもう】

前時の取り組みの様子

から，はさむもののイメー

ジがはっきりしないと子

どもたちが考えにくいと

いうことがわかったため，

3時間目は，「たまご」

「やきそば！」「ジャム＆マー

ガリン」の 3種類を表現

することにした。

この 3種類にしたのは，
〈友だちと表現をまねし合う子ども〉 〈友だちといっしょに表現を工夫する子ども〉

子どもに親しみがあり，前の時間に子どもたちがはさみたいものとしてあげていたこと，さらに，それ

ぞれの感じが違い，多様な表現が生まれそうだと考えたからである。子どもたちは，前時から「レタス

だけじゃおいしくない」「もっといろんなものをはさみたい」という願いをもっていた。そこで，本時

のめあてを「もっとたくさんこえとおどりをはさんで，おいしくしよう」と設定し，「たまご」「やきそ

ば」「ジャム＆マーガリン」の順で表現をつくっていった。この中で，焼きそばでは，「友だちといっしょ

につくっていいですか。」と言う子どもが現れた。これらの子どもたちは，たくさんの麺が絡まってい

る様子を体で表現していた。子どもたちがつくった表現は，次のようなものであるが，子どもたちは，

自分の表現に合うように声の工夫もすることができた。

-104-



！ 【たまご】 【やきそば】 【ジャム＆マーガリン】

J I J ｜｜ 1n~J ｜｜ 1Jぅγ t11 
フワーフワーフワ ツノレ日－《 ド カ一一一一一ン シュ シュッ

す）1必：；））＞：；）1J ｜｜す昂昂｜刀J ｜｜ す刀〕J1Jぅγ t11 
ノf ＇）ッ ノ守リッ ドカ ン 、Y Jレ、yjレツ／レ、・；； Jレ ツノレ一一一一ン フ。シュ ンシュ

それぞれの表現をまねし合った後，子どもたちに「おいしかったかどうか」を尋ねた。ほとんどの子

が「おいしかった」と答えたため，「どんなところがおいしかったか」と尋ねてみたが，子どもたちは

「00くんのがおいしかった（おもしろかった）」「ムム（ふわふわなど）がおいしかった（おもしろかっ

た）」というような感想を発表し，感じたことを詳しく言葉で表現するには至らなかった。

【もっといろいろはさもう，みんながはっぴょうしよう】

前の時間のふり返りには，お気に入りのサンドイツチとして「ハムとたまご」や「トマト，たまご，

肉」など，複数の具をはさみたい子が多かった。そこで，最後の時間は，「L、ろいろなこえ，いろいろ

なはやさでさいこうにおいしいサンドイツチをつくろう」というめあてで一人ひとりが，たくさんの具

を表現する活動に取り組ませた。しかし，一人で何種類もの具をつぎつぎと表現するのは難しかったた

め，途中から，友だちといっしょに表現することも認め，全員が，サンドイツチやさんになろうという

めあても加えて取り組ませて授業を終えた。

00くんのさいごの「ぶあ」

がおいしかったよ。 2回はっぴょ

うをして，たのしかったよ。た

くさん，サン ドイツチがたべら

れてうれしかったよ。 CB児）

主交§社合
員長？

A

一一
i

ふたりでやるとどんどん

おいしくなるよ。 (A児）

エビマヨのこれをやって，み

んなにしてもらってうれしかっ

た。（テレた） cc児）
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えびまよをつつんだり，はむやたまごあん

どけちゃっぷをつつんだりするのがいちばん

たのしかったよ。こえは，ぷりょとりとかちゅー

とかするのがいちばんいちばん，すごくおい

しかったし， じぶんでもおいしいとおもった

よ。 CD児）

いろいろなこえをみつけた

よ。 00くんの「しゅーあっ」

ていうのがおもしろかったよ。

わたしはてをあげなかった

けど，ほとんどの人がてをあ

げてちゃんとおどったりうたっ

たりして，えらいなあとおもっ

たから，いっしょうけんめい

まいにちかんがえたけど，お

もいっかなくて，だれかにきこうかとおもったけど，

じぶんのちからでがんばっててをあげたよ。きいた

らいろいろなこえがして，げんきがでてきたよ。こ

れからぜったいにてをあげたいな。みんなげんきで

おどったりうたったりしてわくわくしたよ。

CE児）

これらは，最後の授業終了後に，子どもたちが書いたふりかえりである。このふりかえりから分かる

ように，子どもたちは「声とおどりのもつ楽しさ」「友だちといっしょに表現する楽しさ」「友だちに聴



いてもらったり，まねしてもらったりする喜び」などを感じながら，それぞれの表現のよさを感じ，自

分自身の表現の工夫も意欲的に行うことができた。さらに，なかなか表現することができず，最後の最

後にやっと発表したE児のふり返りからは，友だちの表現のよさに加えて友だちのがんばりも認めなが

ら，自分自身もがんばったという，子どもの伸びようとする姿勢が強く感じられた。

4.実践を終えて

この実践の中で，子どもたちは，「サンドイツチのうた」を大きな声で歌い，表現したり模倣したり

する活動に，くり返し意欲的に楽しく取り組むことができた。そのような姿を生み出した要因としては，

「サンドイツチのうた」の存在， リズムをたた くたいこ，発表するステージの存在など，さまざまなこ

とが考えられる。その中で特に，思考力・判断力・表現力の育成に関わって有効だったと考える手だて

について，かかわりを中心にまとめてみる。

( 1）「互いにまねし合う」というかかわりについて

「サンドイツチのうた」では，歌に続けて，サンドイツチやさん（代表の子）が，つくったリズムや

声とおどりを表現し（売り）それを，お客さん（他の子）が模倣する（買う，食べる）という活動を設

定した。子どもたちは，「まねをする」というめあてがあるために真剣に聴き，まねをすることで自分

とは違う表現にもチャレンジすることができた。そのかかわりの中で，「友だちにまねをしてもらう喜

び」や「まねをすることで，たくさん表現できる喜び」を感じることができた。この喜びが，「もっと

っくりたい」「もっとおいしいのをつくりたい」という意欲を生み出していったのだと思う。

さらに，まねをする活動後の感想を発表する場では，「声がなし1からあんまりおいしくない」「パンと

同じだ」円、ちばんおいしかった」などの言葉で，友だちの表現についての気づきを伝えることができ

た。この活動によって，一人ひとりの気づきをより確かなものにしたり，全体に広げたりすることがで

き，その後の子どもたちの活動に生かされていったと考える。

(2）共通のイメージをもたせたことについて

本題材では，「サンドイツチやさん」というような，子どもたちに身近なものを題材にし，子どもの

姿をとらえながら，「レタス」「やきそば」など，共通のイメージを与えて，思考，判断ができるように

していった。このことは，子どもたちが表現を工夫する手がかりを見つけやすく，友だちの表現を参考

にしながら，（友だちと表現の模倣を介してかかわりながら〉自分なりの表現をっくり出していくのに

有効であった。

(3）友だちとペアでつくったことについて

「やきそば」の表現を工夫しているときに，子どもたちから「友だちといっしょにつくっていいです

か。」という声が上がった。 1年生の 1学期という時期で，まだ「相談する」という学習経験が少なく，

一人でミつくった方が次々とリズムよく発表できると考えて， この題材では，基本的に一人で、つくるとい

うことにしていた。しかし，「一緒にっくりたい」という必要感のある子にとっては，友だちとベアで

つくることにより，工夫の幅が広がったり，自信をもって表現したりすることにつながった。

以上，思考力・判断力・表現力の育成に有効だと思われる手だてについてまとめてみた。どれにも共

通していえることは，子どもが「もっとおいしいものをつくりたい」「友だちとちがうものをつくりた

い」という願いをもつことが，より意欲的な活動をっくり出し，思考力，判断力，表現力を育成するた

めに最も大切で，そのために，教師の適切な手立てが必要であったということである。題材の流れや教

材については，第 1次でリズムをつくってはさんだため，第 2次の声とおどりの表現も，そこからなか

なか離れることができなかったことや，教師のたたくす JJ I J ~ IIのリズ、ムにつなげて，子どもが

表現するようにしたことで，そのリズムを変えて表現することが難しくなり，子どもが思考や判断を深

めることの妨げになったことなどの課題も見つかった。

今回の実践をもとに，発達段階をふまえながら，音楽を構成したり表現を深めたりして音楽をつくっ

ていく，さらに息の長い取り組みになるように研究を積み重ねて行きたい。 （文責赤木寛子〉

-106-




